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ベビーフードに対する意識 
離乳食について、味や健康・栄養面など６つの面に関し、ベビーフード及び手作りのいず

れがすぐれていると思うか尋ねたところ、簡便さではベビーフードの方が、愛情や経済性で

は手作りの方がすぐれているとする回答が高率を占めた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 子どもの月齢や固さのあったものを選び、与える前には一口食べて確認を。 
子どもに与える前に一口食べてみて、味や固さを確認するとともに、温めて与える場合

には熱すぎないように温度を確かめる。子どもの食べ方をみて、固さ等が適切かを確認。 
 用途にあわせて上手に選択を。 

そのまま主食やおかずとして与えられるもの、調理しにくい素材を下ごしらえしたもの、

家庭で準備した食材を味つけするための調味ソースなど、用途にあわせて種類も多様。外

出や旅行のとき、時間のないとき、メニューを一品増やす、メニューに変化をつけるとき

など、用途に応じて選択する。不足しがちな鉄分の補給源として、レバーなどを取り入れ

た製品の利用も可能。 
 料理名や原材料が偏らないように。 
離乳食が進み、２回食になったら、ごはんやめん類などの「主食」、野菜を使った「副菜」

と果物、たんぱく質性食品の入った「主菜」が揃う食事内容にする。料理名や原材料を確

認して、穀類を主とした製品を使う場合には、野菜やたんぱく質性食品の入ったおかずや、

果物を添えるなどの工夫を。 
 開封後の保存には注意して。食べ残しや作りおきは与えない。 

乾燥品は、開封後の吸湿性が高いため使い切りタイプの小袋になっているものが多い。

瓶詰やレトルト製品は、開封後はすぐに与える。与える前に別の器に移して冷凍又は冷蔵

で保存することもできる。表示（注意事項）をよく読んで適切な使用を。衛生面の観点か

ら、食べ残しや作りおきは与えない。 
 

ベビーフードを利用するときの留意点 
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離乳食におけるベビーフード・手作りに対する考え 

資料：厚生労働省「平成 17 年度乳幼児栄養調査」 


